
第４回は、人を思いやると言うことをテーマに、はじめに在宅医療の現場から、
いばらき診療所とうかいの院長である大須賀幸子先生から、本人・家族・医療者の

気持ちが一つになった時、とても大きな力を持ち、その温かさの中で人は癒されて
いくと言うお話をいただきました。大須賀発蔵先生のご講演では、人が自分を思っ

てくれている真剣さが伝わった時、あるいは、そのような出会いの瞬間に、人は自
らの道を見いだすと言うお話、親鸞の分別を超えた人への愛情と受容や恵心尼の年
齢と共に色あせることのない人を思いやる心などのお話をいただきました。人を思

いやると言うことはその人を味わうことだと言うお話もありました。今回も味わい
深い内容の会であったと思います。
次回第5回は、「人が転機を迎える時」をテーマに、人は悩み苦しみあるいは現
実を受容できずに翻弄しているものですが、ある日突然雲の合間から光が差し込む
ように、すがすがしい気分になることがあります。カウンセリングのご経験から、

そのような場に居合わせることも多いとお聞きいたしております。私たちも、終末
期の患者さんが突然何かから解き放たれたように変わることを経験して参りました。
例によって事例などを交えながら、皆様と共に考えていきたいと思います。

是非今回もご参加ください。

陰をつくる光、光を示す陰
― 第５回―

陰をつくる光、光を示す陰
― 第５回―

申込方法：当日の準備の都合がございますので、お名前、連絡先、所属機関を
ご記入のうえ、FAXまたはメールにてお申し込みください。

申込先：いばらき診療所こづる
〒311-3107 東茨城郡茨城町小鶴 127-1
電話：029-291-0055   FAX：029-291-1456
E-mail：ibckozuru@ibc.or.jp

参加費用：無料

問合先：いばらき診療所こづる高野

FAXでのお申込の場合、この用紙をそのままお使いください。
お名前：

様

ご連絡先： 所属機関：

講師：大須賀発蔵先生

日時：200８年３月１４日（金）18:00～20:00
会場：茨城県産業会館中会議室 〒310-0801 水戸市桜川 2-2-35

いばらき診療所こづる
―生と死へのまなざし―


